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新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 68 回 

『「試練とともに、脱出の道」〜 「病気であっても、病人でない！」 〜』 

 

2021年 7月 28日、筆者が、新渡戸稲造記念センター長を務める 新渡戸記念中

野総合病院での 第 514 回新渡戸グローバル CPC に出席した（画像 1）。  大変

勉強になった。  イタリアとアメリカでは、『認知症と癌は逆相関する』とい

う研究論文が報告されている。  『認知症患者は、癌になりにくい。  癌患者

は、認知症になりにくい』である。  日本でも研究されるのを願うものである。  

80歳過ぎると「2人に 1人は癌、3人に 1人は認知症」の時代である。  筆者は、

何時も、市民講演会、学生授業で、「どちらになりたいですか？」と質問する。  

不思議なことに、皆笑う。  これが、ユーモア（you more）で「病気であって

も、病人でない！」社会の構築の実践ではなかろうか！？ 

 

2021年 7月 31日は、「目白がん哲学外来カフェ ぷらす 〜 がんの親と生きた

人のためのカフェ 〜」（目白町教会に於いて）に参上した（画像 2）。  牧師

の土肥研一先生が、筆者の本から『言葉の処方箋』を朗読をされた。  大いに

感動した。   また、筆者が作詞した 『ほっとけ 気にするな』を作曲された鈴

木穂波氏ら４人による音楽演奏も企画された。  カフェの間、筆者は、別室で、

3組の個人面談の時が与えられた。  大変有意義な、貴重な時であった。  筆者

は、終わりの挨拶で、さりげなく「空っぽの器」＆「個性と多様性」の意義に

ついてを語った。  コロナ時代、『あなたがたを 耐えることのできないような

試練に 会わせるようなことはなさいません。  むしろ、耐えることのできるよ

うに、試練とともに、脱出の道も備えていてくださいます』（コリント I 10章

13節）が『がん哲学外来』の原点ではなかろうか！ 
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